
○
維
新
政
治
塾
テ
キ
ス
ト
か
ら

日
本
再
生
の
た
め
の
グ
レ
ー
ト

リ
セ
ッ
ト

こ
れ
ま
で
の
社
会
シ

ス
テ
ム
を
リ
セ
ッ
ト
、
そ
し
て

再
構
築

給
付
型
公
約
か
ら
改
革

型
公
約
へ
～
今
の
日
本
、
皆
さ

ん
に
リ
ン
ゴ
を
与
え
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
リ
ン
ゴ
の
な
る

木
の
土
を
耕
し
直
し
ま
す
～

（
維
新
八
策
の
内
容
）

１
、
統
治
機
構
の
作
り
直
し

２
、
財
政
・
行
政
改
革

３
、
公
務
員
制
度
改
革

４
、
教
育
改
革

５
、
社
会
保
障
制
度

６
、
経
済
政
策
・
雇
用
政
策
・

税
制

７
、
外
交
・
防
衛

８
、
憲
法
改
正

（
改
定
版
）

７
月
５
日
、
修
正
案
の
内
容

は
地
域
政
党
を
認
め
る
法
体
制

公
務
員
の
身
分
保
障
の
廃
止

公
立
学
校
教
員
の
非
公
務
員
化

生
活
保
護
の
受
給
期
間
を
区
切

る
有
期
制
の
導
入
、
現
物
支
給

中
心
へ
の
シ
フ
ト

先
進
国
を
リ
ー
ド
す
る
脱
原
発

依
存
体
制
の
構
築

憲
法
９
条
を
変
え
る
か
否
か
の

国
民
投
票
の
実
施

（
６
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
）

【
理
念
、
基
本
方
針
】

・
実
経
済
政
策
・
金
融
政
策

（
マ
ク
ロ
経
済
政
策
）
・
社

会
保
障
改
革
・
財
政
再
建
策

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

・
実
経
済
政
策
は
競
争
力
強
化

・
国
・
自
治
体
・
都
市
の
競
争

力
強
化

・
競
争
力
を
重
視

す
る
自
由
経
済

・
競
争
力
強
化
の

た
め
の
イ
ン
フ

ラ
整
備

・
産
業
の
淘
汰
を
真
正
面
か
ら

受
け
止
め
る
産
業
構
造
の
転

換
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
知
識
経

済
に
適
応
で
き
る
産
業
構
造

へ
の
転
換

・
自
由
貿
易
圏
の
拡
大

・
国
民
利
益
の
た
め
に
既
得
権

益
と
闘
う
成
長
戦
略(

成
長
を

阻
害
す
る
要
因
を
徹
底
し
て

取
り
除
く)

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
の
た

め
の
徹
底
し
た
規
制
改
革

・
付
加
価
値
創
出
に
よ
る
内
需

連
関

・
供
給
サ
イ
ド
の
競
争
力
強
化

に
よ
る
質
的
向
上
＝
額
（
量
）

だ
け
で
な
く
質
の
需
給
ギ
ャ
ッ

プ
も
埋
め
る

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
含
め

た
成
熟
し
た
先
進
国
経
済
モ

デ
ル
の
構
築

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
拡
大

・
為
替
レ
ー
ト
に
左
右
さ
れ
な

い
産
業
構
造

・
貿
易
収
支
の
黒
字
重
視
一
辺

倒
か
ら
所
得
収
支
、
サ
ー
ビ

ス
収
支
の
黒
字
化
重
視
戦
略

・
高
付
加
価
値
製
造
業
の
国
内

拠
点
化

・
先
進
国
を
リ
ー
ド
す
る
脱
原

発
依
存
体
制
の
構
築

他
に
政
策
は
雇
用
政
策
と
税
制

の
理
念
と
基
本
方
針
が
あ
る
。

財
務
省
主
導
の
民
主
党
政
権

の
体
た
ら
く
無
能
が
原
因
で
す
。

読
む
ほ
ど
に
小
泉
政
権
を
思
い

出
し
ま
す
。

大
企
業
優
先
、
弱
肉
強
食
の

「
新
自
由
主
義
」
で
す
。
更
な

る
自
立
と
、
競
争
重
視
の
進
行

形
で
す
。
新
聞
は
編
集
者
の
意

思
が
介
入
す
る
。
原
文
を
読
み

目
指
す
先
を
、
流
れ
と
方
向
を

自
分
で
読
み
込
み
ま
し
ょ
う
。

経
済
は
流
れ
に
乗
る
し
か
な

い
の
で
し
ょ
う
か
？
。
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「環
境
や
運
命
は
、
心
に
そ
っ
て
変

わ
る
。
心
が
汚
れ
れ
ば
環
境
や
運

命
も
濁
る
」
と
弘
法
大
師
（
空
海
）

も
語
っ
て
い
る
。

未
来
に
渡
っ
て
発
展
す
る
企
業
の

ト
ッ
プ
は
、

「謙
虚
に
し
て
お
ご
ら
ず
」

「思
念
（し
ね
ん
）は
業
を
作
る
」

「宇
宙
の
心
と
一
体
」

こ
の
三
つ
で
器
が
定
ま
る
と
言
い
ま

す
。
「人
間
と
し
て
正
し
い
こ
と
を
追

求
す
る
」
た
め
の
「
信
念
」
、
す
さ
ま

じ
い
「
気
迫
」が
な
け
れ
ば
、
勝
負
に

常
に
勝
て
な
い
。

サ
ー
ビ
ス
業
は
相
手
が
何
を
考
え

欲
し
て
い
る
か
を
察
知
し
、
応
え
る

能
力
の
こ
と
で
す
か
ら
会
社
は
社

会
の
修
行
の
場
で
す
。
今
こ
の
場
を

良
く
す
る
こ
と
し
か
生
き
残
る
道
が

な
い
の
で
す
。

こ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
金
や
利
が

主
体
で
な
い
。

明
ら
か
に
「
他
利
自
利
」
で
あ
り
ま

す
。今

以
上
に
誠
実
に
良
く
し
て
あ

げ
る
思
い
や
り
、
愛
が
な
け
れ
ば
社

会
か
ら
支
持
が
得
ら
れ
な
い
。

目
標
は
結
果
以
上
に
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
。
な
れ
ば
先
の
目
標
自
体

が
低
い
の
で
す
か
ら
当
然
で
す
。

「
信
念
」
は
不
可
能
に
向
か
っ
て
努

力
を
重
ね
る
「心
」
で
す
。
こ
の
社
会

を
会
社
を
良
く
す
る
道
し
か
後
が

な
い
。


